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道路ＰＰＰ研究会の当面のスケジ ル道路ＰＰＰ研究会の当面のスケジュール

１．当面のスケジュール 
 
２ 当面の論点２．当面の論点     



１．当面のスケジュール 

第１回研究会（10月28日） 

・ 検討の背景と道路空間に係る現行制度概要 検討の背景と道路空間に係る現行制度概要

・ 提案プロジェクトの整理 

第２回研究会（12月頃） 

・ 提案プロジェクトの効果と課題整理・ 提案プロジェクトの効果と課題整理

・ 制度の方向性（案）の検討・中間とりまとめ 
 

  ※ 併せて、現行制度で可能なプロジェクトの整理 

第３回研究会第３回研究会

・ 制度の方向性（案）のとりまとめ 

・制度改正

・個別プロジェクト実現に向けた調整 
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◎現在の社会情勢に照らしてどのような道路空間のオ プン化（民間開放）を行うことが考えられるか

２．当面の論点 

◎現在の社会情勢に照らしてどのような道路空間のオープン化（民間開放）を行うことが考えられるか。 

☛ 時代の要請に対応し、道路空間オープン化（民間開放）を進めることで、 
 ・必要な社会資本整備等の実施
 ・新しいビジネスチャンスの創出           の両立が期待される。 
 
☛ 一方で、 

＜道路占用制度の視点＞ ＜立体道路制度の視点＞  ＜道路占用制度の視点＞
 ・道路交通への影響 
 ・道路管理への影響 
 ・制度の濫用のおそれ 

＜立体道路制度の視点＞
   ・市街地環境への影響（日照、通風等） 
   ・市街地の安全性への影響（避難路の確保等） 
  ・周辺土地利用等との不調和（高度利用の可否等）

そこで、求められる社会的要請（ニーズ）に対して、   

   ・道路管理への影響  
 等が考えられる。 

   
  １）どのようなところで、どのような視点でオープン化を進められる余地があるのか。 
 

２）進めるにあたっては、どのような視点で課題を整理する必要があるのか。  ２）進めるにあたっては、どのような視点で課題を整理する必要があるのか。
 
  ３）どのような視点で枠組みやルールを設ける必要があると考えられるか。 
 
  ４）制度の濫用を防止するため、どのような配慮が必要か。                など 
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